
本研究会は、「繊維産業の未来を考える上で大切なのは、繊維技術の進歩や発展という範囲でだけでな

く、遠い未来の社会や暮らしを見据えた上で、直近の十数年後の繊維産業のビジョンを捉えること」をコ

ンセプトに、昨年４月に立ちあがりました。

第４回目にあたる今回は、経済産業省近畿経済産業局の石原康行氏と京都大学の浅利美鈴氏の講演会を

企画いたしました。石原氏は、未来予測アイデアや現代のユニークなビジネス事例等を踏まえ、弱点を長

所に変える発想や感性への訴求など、これまでの概念を変える新たなビジネスに至る発想を例示し、大阪

で万博が開催される 2025年頃を想定した新発想ビジネス発起についてお話いただきます。また、新発想

ビジネス輩出を可能とする人材像や社会の仮説などをご提案いただきます。一方、ごみ研究の第一人者で

あり、家庭から出る有害なごみなどを主な研究テーマとしておられる浅利氏は、東北での災害ごみの適正

処理などにも尽力され、研究活動の傍ら、京都髙島屋で「びっくり！エコ 100選」を開催するなど、実践

的なエコ活動にも取り組んでおられます。３Ｒ・低炭素社会の普及を目指した「３Ｒ・低炭素社会検定」

の実行委員長も務めておられる方です。今回は繊維と持続可能性を中心にお話いただきます。

講演後は講師を囲んで交流会を行います。社会や暮らし・衣 coromoの未来について熱く語り合いたい

と思いますので、ご興味のある方は是非ご参加ください。

【期 日】２０１９年３月５日（火）１５：００～２０：００

【会 場】ダイキン工業（株）テクノロジー・イノベーションセンター “フューチャーラボ”
〒566-8585 大阪府摂津市西一津屋 1-1（淀川製作所内）https://www.daikin.co.jp/tic/access/

【内 容】

15:00～15:45 センター見学（希望者のみ）

15:50～16:00 開会挨拶      衣 coromo@未来研究会委員長 中村 信

16:00～17:20 講演１「２０２５年の未来ビジネスと万博」

経済産業省近畿経済産業局 産業部次長 石原康行

これまで考えられてきた未来像と 70 年万博等を振り返り、2025 年の万博や未来のビジネスを検討す

る。

17:30～18:50 講演２「繊維と持続可能性～ごみ屋が考えてみた」

京都大学大学院地球環境学堂 准教授 浅利美鈴

SDGs やサーキュラーエコノミー、プラスチック問題などがホットな今日、繊維との接点も多い。この

業界にあっても未来を左右する判断に迫られる日も遠くないだろう。そこで、ごみや SDGs、環境教

育の視点から一考してみたい。

19:00～20:00 交流会（ダイキン工業（株）テクノロジー・イノベーションセンター内）

【定 員】100 名（定員になり次第締め切らせていただきます）

【参加費】研究会非会員（1,000 円）、交流会（3,000 円）

【申 込】「衣 coromo@未来研究会第 4 回研究会」と明記し、①氏名，②所属，③連絡先（所在地，電話

     番号，FAX 番号，E-mail アドレス），④センター見学希望有無，⑤交流会参加有無を記入の上，

     FAX または E-mail にて下記宛お申し込み下さい．

【締 切】2 月 28 日（木）

【申込先】日本繊維機械学会 TEL.06-6443-4691，FAX.06-6443-4694，E-mail: info@tmsj.or.jp
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２０１９年３月５日（火）開催

衣 coromo@未来研究会 第４回研究会

  フリガナ

氏 名：                            

勤務先：                            

所属部課名：                          

繊維分野の就業年数    年

所在地：〒       

                               

連絡先 TEL：          

    

        E-mail:                        

    センター見学： 希望します  ・  希望しません

     交 流 会： 参加します  ・  参加しません  

会員種別：                  

連絡事項

今後，本学会からの開催行事案内メール配信を

希望する ・ 希望しない

希望するを選ばれた場合メールアドレスを記載下さい

      E-mail:                               


